
Research Canvas
研究の全体像を整理するための構造設計ワークシート

結論 自分が一番伝えたいこと
結果を根拠として

問題 問題や挑戦すべき課題
理想に近づくために解決されるべき

特に重要なデータや発見
結論を導く根拠となる

方法 何をどうするかのアイデア
問題の解決のために
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主題 扱っている対象はなにか
ざっくり言って

理想 どの状況がなぜ望ましいか
主題について

今どんな状況なのか
主題について
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現状

理想と現状のギャップを踏まえた
「ギリギリ解ける」問題の設定
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ッ
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グ

結果

チェック！
□言い過ぎになっていませんか
□問題に対する答えになっていますか

チェック！
□結論の根拠として数と質は十分ですか
□図表の形式は発見を伝えるのに適切ですか

チェック！
□なぜ問題解決できそうかを説明できますか
□アイデアと結果は対応していますか

チェック！
□理想と現状のギャップを埋めるものですか
□難しさが伝わる表現になっていますか

チェック！
□なぜそれが望ましいかを説明できますか

チェック！
□その状況を説明する根拠は十分ですか

チェック！
□理想と現状を語れる程に絞り込めていますか

50字程度でまとめよう 図表を活用して表現してみましょう

50字程度でまとめよう

□研究全体に関連するキーワードですか

ⒸHisashi Ishihara

マッチング マッチング

これは何？
研究計画の甘い部分を確認するために，現状の理解状況
を書き出すためのワークシートです．

どう使う？
とにかく書けるだけ書いて，教員や先輩にチェック項目
を確認してもらいましょう．何度も書き直しましょう．
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